
コメントのしかた 

 

２．著者が提起した問題を共有し自分の意見を述べる場合 

 

次のように作業を進める。 

 

１．導入 

コメントするテキストについて簡単に述べる。 

・そこでは何が述べられているか？ 何が問題とされているか？ 

テキストの著者はどういう問題を取り上げ、どういう意見を述べているのか？ 

・著者はそこで何を伝えよう／訴えようとしているのか？ 

テキスト全体を短くまとめ（要約し）、著者の主張を確認する。 

 

２．問題提起 

著者が提起した問題のうち、 

・自分は特にどの問題に関心を持ち、それを自分自身の問題として共有し掘り下げていくか 

を明らかにする。 

 

３．論議 

自分が取り上げた問題について、著者はどのような意見・主張をもっているかを確認し、それに対

して自 分はどのように考えるか述べる。 

その問題について、なぜそうなったか、それがどういう困難を生じさせているか、問題を放置した

場合ど ういった不都合・不利益が生じるかなどを確認する。 

その問題を解決するにはどうすればよいかを考え、自分自身の意見を述べる（解決策を示す）。 

・その問題を自分はどう考えるか？（著者の考えではなく、自分自身どう考え、受けとめるか？） 

・それを自分の問題として受けとめた時、自分はどうすればよいのか？ 

・それを自分だけでなく、同じ世代に共通する問題として、さらには社会全体の問題としてとらえ

た時、 どうすべきだと考えるか？ 問題をどう解決すればよいか？ 

 

＊意見・考えを述べるにあたっては、つねにその理由・その根拠となるものを具体的に示すように。 

 

４．まとめ 

全体をまとめ、結論を述べる。 


